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This paper of purpose is conduct on the “Peek-a-boo” and picture-book “Peek-a-boo” from 
the consciousness of parents. “Peek-a-boo” can be mentioned as an important play. This is because 
“Peek-a-boo” the play enables the communication of parent and child. Communication with parents 
has a significant influence on language acquisition and development of children. In addition, the 
communication is regarded as the basics to issue words in language acquisition. “Peek-a-boo” is not 
intended to be limited to the play, widely used as a picture book. The study focuses on the state of 
“Peek-a-boo” play to help promote communication and language acquisition based on these. Survey 
was carried out to the parent for the “Peek-a-boo” and. Aims to this paper the significance of play as a 
support for parent-child communication and language acquisition “Peek-a-boo”.
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はじめに

　乳幼児における重要な発達課題として言語獲得が挙

げられる。一般的に，ヒトは生後 2 ～ 3 か月頃からアー

ウー，エウー，クーなど母音を主としたクーイングか

らダァダァ，バブバブなど子音を含んだバブリングと

される声を出し始め，6 ヶ月以降，喃語を話すように

なる。そして 1 歳頃になりマンマ，ワンワンといった

意図を持った喃語など，伝えようという意図を持った

音，ジャルゴンを発するようになる。こうした前言語

は，自然発生的に発せられるのではなく，発達段階に

呼応した音声を乳幼児が自ら組み合わせることが示さ

れている（遠矢浩一，1998）。
　言語獲得にいたるまでの環境的要素は，例えば野生

児の研究に代表されるように，ヒトに養育されなかっ

た子どもの言語使用の傾向として示唆される。前言語

期における子どもは，大人との言語的なやりとりや，

テレビを見たり絵本を読み聞かせられたりする中で言

語を獲得し，主に母子とのコミュニケーションや遊び

経験を積み重ねることで達成することを示している

（柏木恵子，1978）。すなわち，親，保護者，ヒトがも

つ顕著な特徴である言語使用は，他者との相互作用に

よって達成されるため，乳幼児から幼児期にかけての

コミュニケーションは言語獲得に重要な意義をもって

いる（Bates, Bretherton, Snyder, 1991; Bloom, 1993）。
　また，秦野悦子（2000）の研究で示されるように，

幼稚園や保育園の巡回相談の相談内容で最も多いのは

言葉，言語に関する相談内容である。これは，幼稚園，

保育園における養育や教育現場において言語理解とそ

の獲得が課題であることを示している。同時に言語

は，コミュニケーションツールとしての役割だけでな

く，認知，認識あるいは思考といった内的機能とも密

接に関わっているからである。さらに，発達特性の問

題を含め，言語獲得においては何らかの形で大人との

コミュニケーションが，言葉を発する基礎となり，ま

た母親の言動が，乳幼児の行動や言葉の発達の支援と

して重要な影響をもつと考えられる。

　母親と乳幼児の関わりに着目すると，遊びや絵本の

読み聞かせなどの活動が指摘され，特に交流遊びのな

かでは「いないいないばー」が一般的な遊びとして支
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持される。また「いないいないばー」は遊びに限定さ

れるものではなく，絵本としても 1967 年の松谷みよ

子（文）・瀬川康男（絵）『いないいないばあ』の初版

から今日に至るまで約 90 冊近く出版されている（福

岡貞子他，2004）。
　さて，Parrott ら（1989）の「いないいないばー」の

研究では「いないいないばー」における喜びの要因は，

乳児が人の表象を維持し，「人の永続性（見えなくて

も存在しつづけていることがわかるかどうか）」を理

解しているため，同じ場所から隠れた人と同じ人が現

れることを期待し，その期待が実現されることによっ

て喜びや笑いが生じるとした。

　また野村床吾（1980）によれば，乳幼児における言

語発達に関して，喃語，意味を共感・共鳴することに

よって，周囲の環境との融合から動作や情況を共有す

る状態へと発達し，他者に何かを伝えるのではなく，

他者と何かを共有する楽しさとして捉えられている。

　このような母子間におけるコミュニケーションの形

態としての「いないいないばー」は，親が乳児の発声

に続いて応答する際に，会話とは異なる応答の方法と

して指摘され，後の子どもの言語理解や言語獲得を支

援する「足場かけ（scaffolding）」として強調される。

つまり，「いないいないばー」が，単に遊びに留まら

ず絵本としても普及している要因としては，子どもの

楽しさと同時に，前言語コミュニケーションから言語

コミュニケーションへと導く思考の発達形成に重要な

役割を果たすことが指摘される。

　これらをふまえ本研究では，言語獲得を促し支援す

るコミュニケーションや遊びの在り方として「いない

いないばー」に焦点をあてた。「いないいないばー」が，

家庭内に留まらず，保育実践においても用いられるほ

ど象徴的な遊びの形態であることをふまえ，保護者は

どのような目的で「いないいないばー」遊びを行って

いるかについて，「いないいないばー」に対するアン

ケート調査を行い，親子コミュニケーションや言語支

援としての「いないいないばー」遊びの意義を考察す

ることを目的とした。

１．先行研究の概観

　「いないいないばー」における先行研究では，主に「い

ないいないばー」の構造や意義について検討されてい

る。布施佐代子（1997）は，「共感的な遊び」として

「いないいないばー」遊びを用い，遊びを通して能動

的に遊び，保育者や他児との関わりをもつ過程と，そ

れを支え促す保育者の働きかけの在り方に関して分析

した。はじめ保育者による「いないいないばー」の意

味づけを行い，布をかけて「いないいないばー」遊び

を行うなかで，子どもが「ばー」の時の共感すること

への期待がみられた。そして指人形を用いた「いない

いないばー」においては，保育者の働きかけを取り入

れ楽しさを求める力の育ちを示し，保育者からの遊び

かけによって，子ども自身が楽しむ力をつけることが

大切であると指摘した。

　「いないいないばー」における喜びと発達段階の相

互関係では，伊藤良子（1987，1988，1991）は，母親

との「いないいないばー」遊びを縦断的に観察した。

伊藤の場合，「いないいない」動作をする際に，手と

タオルの異なった方法で行い，乳児の反応として手の

場合の期待感とタオルの場合の期待感の差異を強調し

た。伊藤は「いないいないばー」遊びでの，母親が出

てくる期待感によって喜びを感じているのであり，「い

ないいないばー」における大人とのやりとりのなか

で，ものの永続性の理解と同時に，子どもと親しい大

人との情動的な交流の遊びとしても捉えている。これ

らをふまえると「いないいないばー」遊びを媒介とし，

「ばー」と言った時の共感し合うことによって，大人

との情動的な結びつきが成立すると考えられる。

　「いないいないばー」絵本に対する研究では，福岡

ら（2004）の保育者の意識調査では，「いないいない

ばー」絵本は，ゲーム性を含んだ絵本であるため，保

育者にとって人気が高いことを示しているものの，子

どもの楽しさを意識するのみで，発達に応じた絵本と

して熟慮されていないことを示唆した。また絵本「い

ないいないばー」が，単に絵本を通した「いないいな

いばー」遊びということに留まらず，子どもが初めて

出合う絵本としての位置づけを強調した。

　「いないいないばー」は，母子間の共感性やコミュ

ニケーションの達成のみならず，言語獲得援助として

の側面も重視されている。ブルーナーは，「いないい

ないばー」を母子間における「足場かけ」の一例とし

てあげ，コミュニケーションから言語獲得支援にいた

るまでの効果を強調した。ブルーナーは母子間コミュ

ニケーションの過程で，言語能力の獲得が独立した形

で習得されるものとして考えてはおらず，発達や環境

との相互作用において言語獲得を達成し，経験や教育

の在り方により言語獲得が早められることを示唆した

（Bruner, 1983, p.17-20）。したがって，ブルーナーは，

母子間におけるコミュニケーションの在り方として，

お互いの意思疎通を可能にし，言語獲得の基礎を成す

フォーマットの存在を強調した。また，ブルーナーは，

フォーマットによる大人の制御を活用した言語獲得論

として，言語獲得援助システム（Language Acquisition 
Support System, 以後 LASS）を提案した。



図 1　「いないいないばあ」遊びの頻度

図 2　「いないいないばあ」遊びで意識したこと
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　その際に「いないいないばー」は，LASS が機能

する具体的な場面として強調された。「いないいない

ばー」は，表層構造（物を使って消失と再現との時間

や動作の変化，発話の変化，消失する物の変化）と深

層構造（スクリーン，布，などによる消失と再現の時

間や動作）とによって構成され，一連の「いないいな

いばー」遊び自体が言語のようなものとしてブルー

ナーは重視した（Bruner, 1983, p.48-49）。つまり，ブルー

ナーによれば，「いないいないばー」遊びの中の行為

や発話の意味づけ，言語交換，ルールの理解などを通

して言語による意味の認識を可能にする有効な言語獲

得方法として位置づけるのであった。

　このように「いないいないばー」遊びは，母子間の

有効なコミュニケーションであると同時に，言語獲得

への「足場」やフォーマットとしての可能性を有して

いる。これらをふまえ，「いないいないばー」の意義

をお試し保育を利用する保護者を対象に，「いないい

ないばー」の意識調査を行った。

２．方　法

　武蔵野短期大学附属幼稚園における「お城フェスタ

（お試し保育）」に参加した保護者を対象に「いないい

ないばー」に関するアンケート調査を実施した。調査

時期は平成 23 年 6 月。調査内容は，0 ～ 2 歳児の保

護者を対象に「いないいないばー」遊びおよび『いな

いいないばー』絵本の使用頻度，留意点などを中心に

調査した。また自由記述解答による「いないいない

ばー」遊びと『いないいないばー』絵本に対する意義

やイメージなどについて調査した。

３．結果と考察

（１）アンケート結果と考察

　アンケート回答数は 27 人で，保護者の年齢は 20 代

が全体の 11%，30 代が 88%，無回答が 1% であった。

回答者の 27 人すべてが「いないいないばー」遊びを

行った経験があり，その頻度は，毎日という回答が

11 人（41%），週に 1 ～ 2 回という回答が 3 人（11%），

週に 3 ～ 4 回という回答が 10 人（37%），月に 1 ～ 3
回が 1 人（3%），月に 3 ～ 5 回が 1 人（4%），無回答

が 1 人（3%）であった。（図 1）
　次に保護者が「いないいないばー」遊びに対する意

識について，楽しさ，コミュニケーション，ことばの

習得，その他の設問を設け回答を求めた。この設問で

は回答者から単数または複数回答が得られた。その傾

向をみると，「楽しさ」，「コミュニケーション」とい

う回答が 9 割を占めた。対照的に，言語獲得や練習と

いう意識は 1 割に留まった。（図 2）
　次に『いないいないばー』絵本の使用に関しては，

18 人（66%）が使用したことがあると回答し，9 人（33%）

は使用したことがないという回答であった。使用頻度

については，週に 1 ～ 2 回が 8 人（44%），週に 3 ～ 4
回が 5 人（28%），月に 1 ～ 3 回が 2 人（11%），月に

3 ～ 5 回が 2 人（11%）であった。（図 3）『いないい

ないばー』絵本の読み聞かせへの留意点は，単数また

は複数回答が得られ，その傾向として，「絵本そのも

のの楽しさ」，「子どもとのコミュニケーション」とい

う回答が 8 割を占めた。（図 4）

（２）「いないいないばー」遊びおよび『いないいない

ばー』絵本の意義

　「いないいないばー」遊びや『いないいないばー』

絵本の意義に関する保護者の意見には，熱心かつ興味

深い記載がみられた。「いないいないばー」遊びおよ

び『いないいないばー』絵本の保護者の感想や意見お

よび利点などについて以下のとおりであった。



図 3　「いないいないばあ」の読み聞せ頻度

図 4　読み聞かせで意識したこと
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①コミュニケーションがとれる。

②子どもがすごく笑ってくれて，マネをしたり楽しく

遊ぶことが出来たから。

③特別「いないいないばあ」にだけ有意義と感じるわ

けではありませんが，年配の方は必ず「いないいな

いばあ」で触れ合われるので，一番回数が多いのか

なと思います。子どもがたのしんでいるので良いコ

ミュニケーションだと思う。

④遊び方を真似したり，声を出して読んだり色々なア

レンジしたとき喜んでいた。

⑤赤ちゃんとの遊びは何をしてよいかわからなかった

が，コミュニケーションはとれてよかった。

⑥コミュニケーションや人のマネをすることで色々覚

えていくから。

⑦いないとみえて本当はいるんだよと意識づけをする

ことで後追いが少なくなったり，不安が少し解消さ

れると保育士さんに聞きました。実際それが有効

だったか，どうかはよく分かりませんでした。

⑧いないいないばあでも子どもの笑顔は見られたが，

もう少し体を使った遊びの方が笑っていた。

⑨「ばあ」に行くまでのプロセスは色々工夫でき，毎

回同じ状況ではないので，子どもも大人も（子ども

の反応の違いなど）楽しめ有意義だと思う。

⑩あまり「理由」を考えたことがない。子どもの反応

がある程度良かった気がする。

⑪あまり反応のない赤ちゃんにもできるから。

⑫「いないいないばあ」で遊ぶことで良く笑うように

なった。

⑬「いないいないばあ」の絵本をきっかけに他の本も

よく読むようになった。

⑭小さい子とコミュニケーションをとる第一のものだ

と思う。

⑮喜ぶから。

（３）「いないいないばー」遊びおよび『いないいない

ばー』絵本の保護者自身に与える影響

　「いないいないばー」遊びおよび『いないいないばー』

絵本の保護者自身に与える利点や影響に関して自由記

述解答を求め，その結果は以下のとおりであった。

①コミュニケーションがとれる。

②子どもの表情がよく分かるので読み手としては参考

になる。

③子どもと向き合って，笑顔で時間を共有できること

が読み手にとっても，遊び手にとっても新しい発見

をもたらしてくれると思います。

④赤ちゃんとの遊びは何をしてよいかわからなかった

し，コミュニケーションもとれてよかった。

⑤喜んでくれる顔を見てこちらも幸せ。

⑥子どもの反応がどうかな？とワクワクしたり，こう

してみようかなとかコミュニケーションや楽しい子

育ての一環に有意義だと思います。

⑦聞き手が一人だけで理解したり想像したりするもの

ではなく相補するものなので，子どもと関わるうえ

では大切なことだと思う。

⑧自分自身も一緒に楽しめるから。

⑨親もとても楽しいから。

　上記の保護者の「いないいないばー」遊びおよび絵

本『いないいないばー』の意義に対する意見や感想で

は，アンケート結果にもあるように，共通して「楽し

さ」や「コミュニケーション」という文言が多くみら

れた。これは，「いないいないばー」遊び，『いないい

ないばー』絵本を読み聞かせた際の，子どもの良いリ

アクションを反映しており，子どもの「喜び」を感じ

られる遊びとして理解できる。また，使用頻度におい

ても，週単位で複数回みられるなど高い人気を示して

いる。
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　詳細では，子どもの観察やモデリングなど，動作の

マネとそれに伴う子どもの笑顔や楽しさの共感が保護

者にとって有意義であることが示された。さらに「い

ないいないばー」をする人を変えることによって，子

どものリアクションも異なり，保護者も子どもも楽し

むことが出来た，などの意見もあった。特に乳幼児期

においては，コミュニケーション方法が未知であり，

表情が解ることの利点もあった。

　これらをふまえると，「いないいないばー」は乳幼

児期の子どもに対するコミュニケーション方法とし

て，他の遊びと比べて比較的にリアクションが良いこ

と，表情が解ることに，その意義を見出す見解が多かっ

た。子どもと笑顔を共感，共有できることにより，つ

まり，子どもの心理，思考が読み取るきっかけとして

も評価している傾向にある。子育てのなかで必要不可

欠な子どもとのコミュニケーションをとるうえで，「い

ないいないばー」は有効であり，子どものみならず，

親として楽しいという点でも有意義であると推測され

る。また『いないいないばー』絵本の使用から色々な

絵本を読むきっかけとなったなどの利点もあげられ

た。

　しかし，「いないいないばー」遊びは全ての保護者

が経験しているが，『いないいないばー』絵本の使用

に関しては約 30% の保護者が未使用であった。これ

をふまえると，身振り手振りで出来る遊びから絵本を

使用した遊びという展開に，あまり積極的でないこと

が読み取れる。

まとめ

　研究目的である「いないいないばー」遊び，『いな

いいないばー』絵本に対する意識調査では，肯定的な

意見が多数みられ，「いないいないばー」遊びや『い

ないいないばー』絵本によって保護者は，コミュニケー

ションと楽しさにその意義を感じ，子どもとの相補的

な関わりを評価していることが明確になった。

　しかし，研究主題である言語獲得支援としての「い

ないいないばー」遊び，『いないないばー』絵本の意

識は，ほとんどみられなかった。これをふまえると，

ブルーナーの見立てにある「いないいないばー」遊び

を通したコミュニケーションの形成と同時に，言語獲

得に対する足場，つまりフォーマットとしての「いな

いいないばー」は，保護者には意識されにくい結果と

なった。つまり，「いないいないばー」は，言語獲得

支援としての機能を期待されるよりも，コミュニケー

ション機能としての意識や意義が高いことが明らかに

なった。

　再度，「足場かけ」のコンセプトを検討すると，「足

場かけ」は，他者との共同において能力の飛躍的向上

を図る概念である。それは特に言語獲得において，保

護者からの何らかの援助がない限りは言語獲得が困難

であることから，コミュニケーションやゲームにおけ

るフォーマットという援助概念が提案された。ブルー

ナーによれば，「いないいないばー」などのゲーム遊

びは，「生活形式」に即した形で提供され，ゲームそ

れ自体がフォーマットであり，フォーマットが「言語

のようなもの」として系統的に与えられることを重視

した（Bruner, 1983, p.53-55）。
　これらをふまえるとアンケート結果から 2 つの観点

が指摘される。一つは「いないいないばー」それ自体

がコミュニケーションとして必要であることは保護者

の回答，あるいはブルーナーの「足場かけ」からもそ

の重要性は認識される。しかし，アンケートの結果で

は，保護者は言語獲得という目的，意義において「い

ないいないばー」を行っていないため，保護者の意識

に関わらず，コミュニケーションと同時に，子ども自

身が，「いないいないばー」遊びの中からフォーマッ

トを読み取って理解していることが予想される。

　もう一つは，「いないいないばー」遊びそれ自体に，

保護者と子どもが喜び，楽しさ，といった「機能的悦

楽（funktionslust）」体験をしている。すなわち，保護

者のコミュニケーションに対する意識を，子どもたち

は相互交渉的なゲームのなかで，保護者の指示を共有，

変換することによって，言語獲得の一助となっている

のではないか。よって，保護者は「いないいないばー」

遊びが言語獲得における主要な契機とは意識していな

くとも，コミュニケーションによる楽しさが，子ども

の学びにも適用され得るのである。

　言語獲得論では，当然のように幼児の言語教育とい

う客観主義的，機能主義的と結びつき，これが乳幼児

への早期教育へとつながる可能性が生じる。しかし，

「いないいないばー」遊びや『いないいないばー』絵

本での身振り手振りには，佐藤学（1997）が提唱する「学

びの身体技法」への応用も予想され，同時に絵本の読

み聞かせのあり方から，保護者自身も学び育つ関係性

もある。そこに保護者の意識として，言語の発声・喃

語や言葉の早期訓練を目的とするのではなく，意味を

求める学びの主体として「いないいないばー」にある

足場かけが見出せるのである。

　それは，保護者にとって足場となる「いないいない

ばー」遊びや「いないいないばあ」絵本の読み聞かせ

の活動として，その可能性が問われるものとなるであ

ろう。
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